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研究会・地域部会の報告書 

提出者： 西田孝三  / 提出日： 2026 年 9 月 11 日    
研究会・地域部会名 AI 駆動バイオインフォマティクス研究会 
代表者(所属機関名) 西田孝三(理化学研究所) 
タイトル(イベント名) 第一回 AI 駆動バイオインフォマティクス研究会 
日時 2026 年 8 月 25 日 
場所 理化学研究所 東京地区（東京連絡事務所） 
共催団体  
後援団体  
参加人数 現地参加 14 人、Zoom ウェビナー 82 人 
目的：実データおよび解析課題をもとに、AI エージェントを用いたメタデー

タ抽出、データ前処理、解析コード生成、ワークフロー実行支援、レポート生

成、知識グラフ化、ならびに再現可能な解析環境構築の実践的手法を共有する

こと。 
概要：AI が自律的に意味を解釈し、適切な解析手順を選択した上で人間が検

証可能な結果を提示するためのデータ形式、メタデータ、標準化、解析履歴の

あり方について議論を行った。当日はワークフロー構築、オントロジーマッピ

ング、メタボロミクス、MCP 開発、ゲノムデータ活用に関する計 5 件の講演

が行われ、その後の総合討論においても今後の研究会活動に向けた活発な意

見交換が交わされた。 
成果および感想： 
オントロジーマッピング、質量分析メタボロミクス、生命科学ナレッジグラ

フ、ゲノム仮説生成といった多様な領域の実データを題材に、単なるデータ公

開と「AI が解釈・検証できる状態（AI-ready）」の違いや要件を具体的に整理

できた。またメタデータの標準化（mzTab-M等の活用）、LLM を用いた表記

揺れの解消、スキーマ文脈や検証可能な実行例（MIE file）の注入、ローカル

LLM での仮説生成と評価系設計 など、現場で AI を機能させるための実装知

と「データの静かな不整合・暗黙知」という共通の課題を浮き彫りにできた。 
会場（現地）では各講演の質疑応答から総合討論に至るまで非常に活発な意見

交換が行われ、分野の垣根を越えて実務・開発現場が直面する課題や工夫につ

いて熱量の高い議論が交わされた。単に AI にデータを丸投げするのではな

く、データ形式の整備や暗黙知の明文化、そして AI の出力を人間が検証でき

る仕組みを整えることの不可欠さを共有でき、今後のコミュニティ活動に向

けた確かな手応えが得られる有意義な機会となった。 
 


